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商 業 発 展 と 公 債 累 増(1)*
一 ヒューム 『政治論集』における二つの 「自然史」一
森 直 人
は じ め に
本稿の 目的は,ヒ ューム 『政治論集』 を対 象 として,そ こに現れ る商業社会
についての一 見異質 な二つの議論 の関係 を考察 し,こ れ を総合的 に理解す るこ
とであ る。一方で、 『政治論集』 の中心的 な主張 は商業社 会の多面的 な分析 と
擁護 として理解 されて きた。 ヒュームは奢修や商業 に対する当時の根強 い道徳
的非難 を退 け,奢 イ多と商業 に富 んだ社会が人々の間に勤労 を増大 させ,種 々の
技芸 ・学問 ・社交 の発展 を もた ら し.私 人の幸福 と国家 のカ とを増進す るとい
う構 造を明 らか に した。商業社会は,そ こにおいて人 間の生活の全面的発展 が
可能 となる社会 として描かれてい る、,しか し他方で,ヒ ュー ムは近代商 業杜 会
に固有 の危険 と して公信用 の問題 を提示 し,こ の間題 が社 会に破滅 的な危険 を
もた らす可能性 を描 き出す 。彼 は,戦 費調達 に用い られる公信用 につい て,そ
れが不必要で過度 な戦争 のため に無際限 に膨張 し,政 治 ・経済 ・道徳 ・軍事の
様 々な領域 に渡って広範 な危機 を生 じるとい う分析 を示 してい る。 この ように
ヒュームは,商 業社会が辿 る時間的過程 につ いて,二 つの全 く異なる可能性 を
提示 してお り・ この点は・ ヒュームにおける両義性 として既 に先行研究が問題





で示されている一見異質な二つの時間的過程 ロー トワインの表現を借 りるな
らばこの二つの自然史を幻,戦争という項において媒介され接続される一つの
時間的過程 として捉える総合的な理解の構築を試みる・
具体的には次の手順で議論を進める。第 丁節では,ヒ ュームの商業 ・奢修論
と公債論の概要,お よびそれらをめぐる先行的な解釈に関 して準備的な考察を
行う。そしてこれを踏まえて,公 債累増の議論を主 として論説 「勢力均衡につ
いて」と関連付 ける先行研究の解釈を前提 としながら,ヒ ュームにおける公債











1準 備 的 考 察




3)ヒ ュー1、における国際関係認識,と りわけ戦争 をめ ぐる認識の正確な内容 と,商 業発展 および
公債累増 につ いての認識 に対 してそれが有す る含意 は,筆 者 の問題設定において詳 細な検討を要
す る重要な間題であるが,紙 幅 の関係か ら.こ れ らの問題につい ては現在準備中の別稿 により論
じることとしたい、,
商業発展と・公債累増(1)(437)目9
先に述べたように,ヒ ュームの商業 ・奢修論と公債論には,社会が辿 る時間
的過程に関 して著 しく異なる二つの論調が見られる。商業 ・奢修論は技術 ・学
芸 ・人間性を も含めた社会の全般的発展を説き,公債論は政治 ・経済 ・徳性 ・
軍事の各領域に渡る社会の破滅的な危機を予測している。まず ヒューム 『政治




足におげる洗繍 〕 は人々の情念を刺激して勤労を増大させるり。そこか ら社
会において必需品生産に従事 しない余剰の人手が奢修的技芸において使用され




第二に,奢修と勤労が,こ の商業杜会の発展を通じて.あ らゆる技芸 と社交






4)以 下に述べ る諸要 素につ いては,国 内の先行研 究において ヒュームの 「文明仕会」論 として統一一








℃fRe611emelltintheArts,TD、p.268.1田 中 訳19ヘ ー ジ)C
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ommerce,"PD,pp.261-262.(田rl■訳1H2ペ ー ジ)u
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120(438)第174巻 第5・6号














す悪徳を抑制するために,こ の悪徳な奢修 さえ,ヒ ュームにおいては許容され
ている141。したがってヒュームにおいて,商 業社会発展の主たる動力である奢
修は,た とえそれが悪徳な ものとなる場合であって も許容されていると言うこ
とができる。本稿ではこの四点を,商業発展をめぐるヒュームの認識の基本的
な構成要素として捉えることとしたい。
















る規模で増大 し,これにしたがって公債の累積額 も激増 していた16,。ヒューム
の公債論は,こ うした状況について,公債利払いのためにおよそ考えられるあ












見の限 り決 して多いとは言えない。少なくとも,商業発展を 『政治論集』にお




15)ブ リュ ア,大 久 保 訳 「2003]186ページ,100-102ページ,お よ び136ベー ジ 、
16)同 上 書,48ペ ー ジ.100ペー ジ,お よ び122ペー ジ.
17)以 上 につ い て は,5DfPublicCredit,"P獄pp.356-361、(田中 訳117-122ベー ジ)参 照 。
122(440)第174巻 第5・6号
の公債論 を,「文明社 会」 をめ ぐる理 論 とい うよ り基礎 的 な次 元 に根 ざ した
ヒュー ムの名誉革命 体制批判 と見 る1駕。他 方,ロ ー トワインは,『政 治論集』
の中に,商 業 の発展 を描 く自然 史 とは別 に,公 債の累増 と崩壊 を描 く自然 史が
存在 している もの と見る。すなわち,ヒ ュームの公債論は 「ヒュームにおける
それ以外の全ての政治経済学 と同 じ性格を」有 し】'),その破 滅の予測が 「あ ら
ゆ る本 質的 な点 において 『公債の膨 張 と崩壊 の自然 史』」 を構成す る もの と論
じてい る⑳1。しか しロー トワイ ンは,ヒ ュームの経 済思想 において この二つの
自然 史が互い にどの ような関係 にあるか とい う点につ いては考察の対象 として
いない,
これに対 し,公 債論の もつ悲観的な論調 に着 目 して,商 業の発展 と公債 の累
増 とい う二つ の過程 の関連を よ り詳 細 に扱 った もの としては,「両義性」 を鍵
概念 と してポー コ ック,ホ ン ト,ロ バー トソンらによって展開 された一連 の研
究 を挙げ ることがで きるだろう.ポ ー コ ックは この問題 を ヒューム商業社会認
識上 の両義性 とい う形で理解 してい る。すなわち,商 業社会が それ 自らに破壊
的な公債累増 を招 くとい う形で ヒュームの商業 ・奢イ多論 と公債論 との関係 を捉
え,そ こに ヒュー ムにおけ る商業社会認 識の両義 性 を認 識 してい る(た だ し
ポー コックはそ こで商 業社 会が公 債 の累 増 を生み 出 す メ カニ ズムにつ い て
ヒュー ム自身の議論 に基づ いた考察 を必ず しも行 ってい ない)2%ホ ン トは こ
の研究 を批判的に受容 した上で発展 させ,両 義性 の内容 を,国 際政治の只中 に
おかれ た商業社 会 と公債 の間の両義性へ と解釈 し直 している翫 世界君主制論
をめ ぐるロバー トソンの研 究は,こ のホ ン トの研究を補完 して,ヒ ュームに解



















示された ものといえる。 しかし,ホ ントの研究は,公債の累増 と商業社会 との
構造的な関連について十分な考察を加えていないように思われる。前述のよう
にホントの研究は,ポ ーコックにおける商業社会と公債の間の両義性を,商業
社会 と国際政治の間の両義性 として読み替えるものだが,そ こには公債に対 し
て絶えず資金を供給 し続げる商業社会の構造に関する詳細な検討は見られない。






＼との間の乖離を指摘 しながら,ヒ ュー ムにおいて 自然死が現 実的な解 決策だ った とは考 えが たい
と して,低 利借 換 えを ヒュー ムにお ける現実 の解決 策 と見 る慎重 な姿勢 を示 して いる(竹 本
[1990a])・なお,他 に ヒュー ム公債論の詐細 な紹 介と しては出r「1[19711第五章,北 村ll981j
を・ コー トーカン トリ論争 の文脈か らこれ を分析 した ものと して田1十:〔19891を参照。
以上の問題 はさらに・十八世紀中葉の ブリテンにおける政治思想のあ り方か ら見て 多様に分裂
しているか のよ うな印象 を与えるヒュー ムの政治思想をいか に秩序付 けて総合的に捉えるか とい
うよ り一般 的 な問題 にも関わ って くるが,本 稿では,筆者 における関心の方向 と準備不足か ら,
この後者 の間題 には・kち入 らない。
24)北村[198!]100-101ペー ジ,竹 本[1991)b]29-32ペー ジ,坂 本[i995]359-360ベー ジ,田













も,さらに進んで,公 債累増の構造 と商業発展の構造 との直接の関連を考察す
ることを課題 とする.ブ リテンにおいて商業 とその発展はなぜ公債累増を生む
ことになるのか,ま たこれをとどめる手段は存在 しないのか,そ してこうした
公債の累増はブリテン社会にどのような帰結をもたらすのか。これらの問題に













債所有 の動 機を,商 業発農 をめ ぐる ヒュームの議 論の枠組 みの中で捉 え直す 。
これ によ り商業発展 と公債 累増 の基本的 な関係を明 らかに したい。
第一の点 につ いて結論か ら述べ るな らば,ヒ ュー ムにおげる公債所有者 とは,
商業の発展 が生み 出す貨幣所有者階層か ら供給される もの と考 えられ,ま たそ
の公債所 有の動機 は,商 業社会発展の原動力である奢修へ の限 りない欲求 に見
出す ことがで きる。 まず公債所有者の類型について見 てみれば,従 来の研 究で
も論 じられ てい るよ うに,商 業社会の発展 はそれ 自体 と して貨幣所有者 階層 を
生 み出す35〕。商人 は,勤 労 を媒介す るその役割 の重要性か ら,勤 労 の生み 出す
財貨 の相当部分 を獲得す る。他方で,商 人は自らの職業に従事す る うち,利 得
それ 自体への愛好を持 ち,節 約 に努めるようにな る。 この二つ の特性か ら,商
人は多額の貨幣を蓄積する貨幣所有者層 を形成 してゆ く、 こうして 「商業 の増
大 は,必 然の結果 によって多数 の貸 し手 を作 り出す」 ことになるのであ るZ6)。
ここで若干 問題 となるのは,ヒ ュー ムが公債所有者 について,公 債か ら副収
人を得なが ら事 業 を行 う商人助と,公 債 か らの利子収 入で生活す る怠惰 な人々
とい う二つ の類 型を提 示 し,後 者の類型を よ り重視 している点であ る鵠,。前 者
の類型 は,こ こで見た商業社 会発展が生み 出す貸 し手 と しての商 人階層 と符合
す る として も,こ れは後 者の類型 と互 いにどの ような関係 にあ り,ま たなぜ後
者 の類型が よ り重視 されるのだろ うか.、
この点について,上 に見 た 「貨幣 について」の貨幣所有者 をめ ぐる歴史的説
明 を参照す れば,ヒ ュームは両者の関係を前 者か ら後者への不可逆的 な移行 と
い う形 で捉 え,そ のため後者の類型を よ り重視 していたので はないか と思われ
る・前者 の類型 に関 しては,「商人が事業 に飽 きる とか,そ れ とも商業が好 き









起こるに違いない」 と述べられる。そして,商 人が事業か ら手を引 く時点を
ヒュームは 「商人が事業から離れ,安楽 と怠惰にふけり始めるとき」と描写 し
ているを191。このように,こ の二つの類型は前者から後者への移行 という関係を
有 し,全体としての公債所有者の性格 も勤勉な商人から怠惰な利子生活者へと













抵抗で きる人はまず存在 しない」3達レ。言い換えれば,人 々を公債所有へ と向か
29)』`OfIIltefest,'7P正),pp,297-303.(1」」中訳51-58ページ)g
30)なお,現 実に十八世紀の前半 を通 じてブ リテ ンにお ける公 債の所有者層 は質 ・量 ともに拡大 し
たことが知 られてい るが,そ の様 相はヒュー ムの認織 とは必ず しも一致 していない。世紀 は じめ
に一万人程度で あった公債保有者は.債 務基盤の政策的な拡大によ り,世紀 中葉 の七年戦争勃発
時には六万 人を越 えてい る(ブ リュア,大 久保訳[2003]126-132ペー ジ)。また,質 的に見れ ば,
公債所有は,一 部 の金融 ・商業資本家や彼 らの支配す る特権会社か ら。土地所有 ジェ ン トルマ ン
を含む,よ り資 ノ」の乏 しい様 々な階層 の人々へ と広が っている(同 上書,215-218ベージ,お よ
び舟場[1971】184-192ペー ジ)。したが って、利子収 入に生活 を依存す る大規模 な公 債所有 者層
が形成されたのは事実 だが,そ れ は商人の相続 ない し引退 と言 うよ りは、 よ り資力の乏 しい様 々




わせ るものは富へ の欲望だ と言 えるだろ う。 この富へ の欲望 は人類 に普遍的な
欲望であ る とされ る.「獲得欲す なわち富 への欲望は.人 類 に普遍的 な情念で
あ り,こ の情念 はあらゆ る時代 にあ らゆ る場所 においてあ らゆ る人に作用を及
ぼす」33〕。そ して ヒュー ムにお いて一般 に富へ の欲望 を生み 出す もの は,奢 修
を購 買す るその能力で あ り(「富が全 ての時代 に全 ての人に とって価値が ある
のは,人 々が な じんでお りまたほ しい と思 うような楽 しみを,そ れが いつ も購
買す るからで ある」勘,ま た ヒュー ムは,利 子生活者の生活態度 を奢移へ の耽
溺 と描 写 してい る(公 債所有者 は,「気概 も野望 もな く,愚 か で勝 手気 ままな
奢修 による無気力状態 に沈み込 むだろ う」35))。したが って,公 債所有の動機 を
ヒュームのテキス ト上 に辿 ってゆ くと、最 も根本的には奢修への欲望 に行 き着
くことがわ かる、,
ここで奢修へ の欲望 と公債所有への動機に関 してきわめて重要なのは,奢 修
的技芸 には自然的 な限界 に縛 られない無限の発展可能性があ り.そ のため奢修
へ の欲望には原理 的に限界が存在 しない とい う点であ る36〕。公債所有へ の欲望
が奢修への欲望 に基づ き,商 業社 会において奢修的技 芸には無限の多様化可 能
性 ・発展可能性があ るために,公 債所有へ の欲望には,商 業社会発展 の基幹で
あ る奢修への欲望 と同 じく,原 理 的に限界が存在 しないので ある。
以上か ら,ヒ ュー ムにおいて,商 業の発展それ 自体 が公債所有者 を生み,さ
らに商業社 会発展 の原動力 となる奢修への限界のない欲望が,彼 らにお ける公
債所 有の動機 である,と 解釈で きる。で は第二に,公 債累増 をめ ぐるこの社会
的要因 と商業社会 をめ ぐるヒュー ムの議論 の枠組み とはどの ように関係付 け ら












い奢修への欲望から公債を所有する。 しか し他方で,商 業社会においては,奢
修が勤労を増大させ,知 識と人間性の洗練が生 じるものとされていた。すでに
見たように,そ こでは勤労 と知識 と人問性の不可分の連鎖を通じて,物 質的な
発展 と共に知的 ・道徳的な洗練がもたらされ,過 度の不自然な欲望は抑制され
るはずである。このような欲望の抑制効果によって,公債所有者の奢修への欲
望にも一定の歯止めがかかるのではないだろうか。










ての賃料を取得す る公債所有者だけである」381と述べて,公 債所有を勤労 に対
する代替的な収入獲得手段 として示 している。確かに,自 らの生活の必需品と
これを超える奢修品の購買の資としてただ自らの勤労のみを頼りとする人々は,
より多様で豊富な奢修品の存在に欲望を刺激されて,白 らの勤労を増大させる
だろう。しか し,多額の貨幣を所有 して,こ の貨幣を公債所有に振 り向けるこ
とのできる人々は,公債から得られる利子収入によって,自 らの勤労をなんら
37)㌧Everythinginthewoτldisp肛chasedhylabour;alldourpassionsaretheく)nlycauseof
l縫bouf(』'Of(IQmmerce.儀7PD,p.261.(田中 訳llペ ー ジ))G



















MP'… 瓜 聯 班 ・～ぬ"4ん 伽`～ムi応 聯M・ 履 命 伽 砿 απ必 伽7弘Pa賞1
,
e(LbyEugeneF・Miller,Revisededition.LibertyClassics,1987.一 部,グ
リー ン ・グ ロ ス版 を用 い た小 松 茂夫 訳 『市 民 の 国 につ い て』 岩 波 文 庫 ,1952
年,1982年を 参 考 に したが,訳 文 は必 ず しも これ に従 っ て い な い。
PD'… 駕i副 傭 ・`燃i晒 聯M・ ノηム 襯f々`鳳 　 曲'　 yPartII,ed,by
EugeneF、Miller,Revisededidon、LibertyClassics,1987.グリー ン ニ ロ ス
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